
資
料

日
高
山
脈
と
夕
張
山
地
を

国
立
公
園
と
す
る
要
望
書

環
境
大
臣

小
池
百
合
子

様

二
〇
〇
六
年

一
月
三
十
日

㈹
北
海
道
自
然
保
護
協
会

会
長

佐
藤

謙

日
高
山
脈
と
タ
張
山
地
を
新
た
な
国
立
公
園
に

指
定
す
る
こ
と
の
要
望
書

北
海
道
の
日
高
山
脈
と
夕
張
山
地
の
主
要
部
は
、
現
在
、

日
高
山
脈
襟
裳
国
定
公
園

(昭
和
五
十
六
年
十
月

一
日
指

定

・
公
園
面
積
十
万
三
千
㎞
)
お
よ
び
富
良
野
芦
別
道
立

自
然
公
園

(昭
和
三
十
年
四
月
十
九
日
指
定

・
公
園
面
積

三
万
五
千
㎞
)
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
特
徴

(別

記
説
明
書
参
照
)
の
要
点
は
、
①
日
本
に
は
類
例
の
な
い

特
異
な
地
史
を
も

つ
構
造
山
地
で
、
氷
河
地
形
や
蛇
紋
岩

メ
ラ
ン
ジ
ュ
帯
を
含
み
、
②
固
有
種
に
富
む
高
山
植
物
群

落
や
亜
寒
帯
性
森
林
が
発
達
し
、
野
生
動
物

の
生
息
環
境

と
し
て
も
優
れ
、
③
原
始
性
が
豊
か
で
日
本
最
大
の
原
生

流
域

(環
境
白
書
・平
成
十
三
年
版
)
を
包
含
す
る
な
ど
、

わ
が
国
の
風
景
を
代
表
す
る
と
と
も
に
、
世
界
的
に
も
誇

り
得
る
傑
出
し
た
自
然
の
風
景
地
で
す
。

ま
た
、
④
想
定
さ
れ
る
公
園
区
域
の
ほ
ぼ
全
域
が
国

・

公
有
地

(林
野
庁
の
国
有
林
、
北
海
道
有
林
)
で
、
自
然

環
境
保
全
に
適
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
⑤
農
業

・
畜

産
業

・
林
業

・
地
下
資
源
の
開
発
や
道
路
建
設
な
ど
、
各

種
の
開
発
に
よ
る
自
然
破
壊
の
恐
れ
が
少
な
く
、
⑥
主
要

な
山
岳
や
渓
流
は
、
登
山
な
ど
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
や
野
外

自
然
教
育
の
利
用
に
供
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

と
く
に
近
年
は

「夕
張
岳
の
高
山
植
物
群
落
と
蛇
紋
岩

メ
ラ
ン
ジ

ュ
帯
」
の
天
然
記
念
物
指
定

(文
化
庁
、
平
成

八
年
)、
国
有
林
経
営
が

「国
民
の
森
林
」
と
し
て
木
材
生

産
重
視
か
ら
公
益
的
機
能
重
視

へ
転
換

(平
成
十

一
年
)
、

道
有
林
経
営
の
木
材
生
産
を
目
的
と
す
る
皆
伐

・
択
伐
の

廃
止

(平
成
十
三
年
)
、
主
要
道
道
静
内
中
札
内
線

(日
高

横
断
道
路
)
の
建
設
中
止

(北
海
道
、
北
海
道
開
発
局
、

平
成
十
五
年
)
な
ど
、
自
然
環
境
保
全
に
と
っ
て
有
利
な

状
況
が
生
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
国
有
林
当
局

お
よ
び
道
有
林
当
局
の
理
解

と
協
力
が
得
ら
れ
る
な
ら

ば
、
ほ
ぼ
全
域
が
特
別
保
護
地
区
と
第

一
種
特
別
地
域
か

ら
な
る
、
事
実
上
の

「営
造
物
公
園
」
に
相
当
す
る
国
立

公
園
を
実
現
で
き
る
可
能
性
を
秘
め
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
特
徴
は
、
環
境
省
が
定
め
た

「自
然
公
園

選
定
要
領
」
の
第

一
要
件

(景
観
)、
第
二
要
件

(土
地
)
、

第
三
要
件

(産
業
)、
第
四
要
件

(利
用
)
の
す
べ
て
に
お

い
て
、
高
い
評
価
が
得
ら
れ
る
資
質
を
有
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
に
は
、
す
で
に
阿
寒
、
大
雪
山
、
支
笏
洞
爺
、
知

床
、
利
尻
礼
文
サ
ロ
ベ
ツ
、
釧
路
湿
原
の
六
カ
所
の
国
立

公
園
が
指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
自
然
公
園
選
定
要
領

に
よ
れ
ば
、
国
立
公
園
は

「第

一
乃
至
第
四
の
要
件
を
旦
ハ

備
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
配
置
を
考
慮
し
な
い
」
、
す
な
わ

ち
箇
所
数
に
こ
だ
わ
ら
ず
選
定
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

さ
ら
に
ま
た
、
I
U
C
N

(国
際
自
然
保
護
連
合
)
の

¢
づ
騨
Φ
匹
Z
鋤
二
〇
づ
ω
=
ωけ
O
h
℃
同
08
08
鋤
〉
同Φ鋤
ω
NO
Oω
に

よ
れ
ば
、
日
本
の
国
立
公
園
の
大
部
分
は
私
有
地
な
ど
を

含
む
「地
域
制
公
園
」
の
特
性
を
反
映
し
て
、
カ
テ
ゴ
リ
ー

V
の
景
観
保
護
地
域
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
高
山

脈
と
夕
張
山
地
は
、
想
定
さ
れ
る
公
園
区
域
の
ほ
ぼ
全
域

が
国

・
公
有
地
で
、
地
域
住
民
の
集
落
も
存
在
し
な
い
た

め
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
H
の
国
立
公
園
、
す
な
わ
ち
、
①
現
在

と
将
来
の
世
代
に

一
つ
以
上
の
生
態
系
を
完
全
な
状
態
で

保
護
す
る
、
②
そ
の
地
域
の
指
定
目
的
に
反
す
る
開
発
や

居
住
を
排
除
す
る
、
③
環
境
と
文
化
に
調
和
し
た
、
精
神

的
、
科
学
的
、
教
育
的
活
動
と
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と

観
光
客
の
た
め
の
機
会
の
基
盤
を
提
供
す
る
、
と
い
う
国

際
的
な
国
立
公
園
の
定
義
に
合
致
し
、
日
本
で
は
数
少
な

い
カ
テ
ゴ
リ
ー
11
型
の
国
立
公
園
に
な
り
得
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

現
在
の
日
本
の
二
十
八
カ
所
の
国
立
公
園
は
す
べ
て
二

十
世
紀
に
指
定
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
国
土
の
土
地
利
用

の
実
態
を
踏
ま
え
れ
ば
、
二
十

一
世
紀
に
国
立
公
園
の
量

的
拡
大
を
図
る
こ
と
は
、も
は
や
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
求
め
ら
れ
る
の
は
、
国
立
公
園
の
質
的
な

充
実
を
図
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
国
立
公
園
の
観
光
開
発

を
促
進
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
自
然
公
園
法
改
正

(平
成

十
四
年
)
で
新
し
く
国
な
ど
の
責
務
と
さ
れ
た

「生
物
多

様
性
の
確
保
」
に
も
大
き
く
貢
献
で
き
る
、
カ
テ
ゴ
リ
ー

H
型
の
実
態
を
備
え
る
国
立
公
園
を
少
し
で
も
多
く
す
る

こ
と
で
す
。
日
高
山
脈
と
夕
張
山
地
を
新
し
い
国
立
公
園

に
指
定
す
る
こ
と
は
、
そ
う
し
た
観
点
か
ら
も
き
わ
め
て

意
義
の
深
い
こ
と
と
考
え
ま
す
。

し
た
が

っ
て
環
境
省
は
、
林
野
庁
、
北
海
道
と
の
連
携

を
密
に
し
て
、
国
民
や
道
民
の
意
向
も
汲
み
な
が
ら
、
関

係
資
料
を
収
集
し
て
客
観
的
に
評
価
し
、
そ
の
上
で
日
高

山
脈
と
夕
張
山
地
を
国
立
公
園
候
補
地
に
選
定
し
、
中
央

環
境
審
議
会
に
諮
問
す
る
な
ど
、
国
立
公
園
指
定
に
向
け

特
段
の
ご
尽
力
を
く
だ
さ
る
よ
う
、
要
望
い
た
し
ま
す
。

な
お
林
野
庁
長
官
お
よ
び
北
海
道
知
事
に
対
し
て
は
、

本
要
望
書
の
写
し
を
添
え
、
別
紙
写
し
の
と
お
り
要
望
い

た
し
ま
し
た
の
で
、
申
し
添
え
ま
す
。
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(別
記
説
明
書
)

国
立
公
園
候
補
地
と
し
て
の
日
高
山
脈

・
タ
張
山

地
の
特
徴

国
立
公
園
と
し
て
想
定
さ
れ
る
区
域
は
、
現
在
の
口
高

山
脈
襟
裳
国
定
公
園

(面
積
十
万
三
千
㎏
)
お
よ
び
富
良

野
芦
別
道
立
自
然
公
園

(面
積
三
万
五
千
㎞
)
を
中
心
に

お
き
、
や
や
拡
張
し
た
範
囲
を
、
ま
た
夕
張
山
地
は
夕
張

岳

・
芦
別
岳

・
嵯
山
を
主
体
と
す
る
範
囲

(
山
麓
の
ダ
ム

な
ど
は
除
外
)
を
想
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
な
お
日

高
山
脈
と
夕
張
山
地
は
飛
び
地
の
関
係
と
な
る
。

そ
れ
ら
の
国
立
公
園
候
補
地
と
し
て
の
特
徴
と
資
質

は
、
次
の
七
点
に
集
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

日
本
で
は
類
例
の
な
い
特
異
な
生
い
立
ち
と
地
形

日
高
山
脈
と
夕
張
山
地
は
、
北
海
道
の
脊
梁
山
脈
の
一

部
を
構
成
す
る
、
標
高
千
数
百
～
二
千

m
級

の
構
造
山
地

で
、
火
山
地
形
の
多
い
日
本
の
国
立
公
園
の
中
で
、
日
本

を
代
表
す
る
非
火
山
性
の

「構
造
山
地
連
峰
」
の
景
観
形

式
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
成
立
過
程
は
、
日
本
に
は
類
例

の
な

い
特
異
な
、
プ
レ
ー
ト
の
接
近
、
衝
突
、
隆
起
に
起

因
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
日
高
山
脈
は
、
白
亜
紀
以
降
の
北
米
プ
レ
ー

ト
と
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
の
収
束
過
程
に
お
い
て
、
北

米
プ

レ
ー
ト
の

一
部
を
な
す
島
弧
性
プ
レ
ー
ト

(北
海
道

東
部
)
が
西
方
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
と
の
間
に
あ

っ

た
海
洋
性
プ

レ
ー
ト

(北
海
道
中
部
)
に
衝
突
、
衝
上
し

た
た
め
、
地
下
深
部
で
高
温

・
高
圧
の
も
と
で
変
成

・
変

形
し
て
で
き
た
島
弧
地
殻
岩
石
が
隆
起
し
、形
成
さ
れ
た
。

現
在
、
日
高
山
脈
の
東
側
か
ら
西
側

へ
山
脈

に
平
行
な
帯

状
配
列
を
し
て
い
る
、
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

・
片
岩

・
片
麻

岩
・グ
ラ
ニ
ュ
ラ
イ
ト
な
ど
の
変
成
岩
や
、
花
山岡
岩
・
ト
ー

ナ
ル
岩

・
ハ
ン
レ
イ
岩
な
ど
の
深
成
岩
は
、
こ
の
島
弧
地

殻

(プ
レ
ー
ト
の
上
部
)
の
岩
石
で
あ
る
。
そ
の

一
方
、

山
脈

の
さ
ら
に
西
側
に
は
か
っ
て
の
海
洋
性
プ

レ
ー
ト

(地
殻
)
の
岩
石
で
あ
る
オ
フ
ィ
オ
ラ
イ
ト
が
見
ら
れ
、
島

弧
地
殻
岩
石
が
日
高
主
衝
上
断
層
に
そ

っ
て
こ
の
海
洋
地

殻
岩
石
に
の
し
あ
が

っ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
日
高
山

脈
を
東
か
ら
西
に
横
断
す
る
と
、
か

っ
て
の
島
弧
地
殻
の

浅
部
か
ら
地
下
一
一十
五
㎞
を
超
え
る
深
部
の
岩
石
、
さ
ら

に
海
洋
地
殻
の
岩
石
が
観
察
で
き
る
。
日
高
主
衝
上
断
層

に
そ

っ
て
は
、
さ
ら
に
深
部
の
マ
ン
ト
ル
の
岩
石

(カ
ン

ラ
ン
岩
)
が
見
ら
れ
る
。
国
の
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
て
い
る
山
脈
南
部
の
ア
ポ
イ
岳
は
こ
の
地
下

一
〇
〇

㎞
を
超
え
る
深
部
の
岩
石
か
ら
な
り
、

マ
ン
ト
ル
研
究
か

ら
世
界
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
地
下
深
部
に
い
た
る
島
弧

(大
陸
)
地

殻
の
岩
石
の
存
在
状
況
や
相
互
関
係
を
、
地
表
で
観
察
で

き
る
と
こ
ろ
は
、
日
高
山
脈
の
ほ
か
、
ア
ル
プ
ス
の
イ
ブ

リ
ア
帯
や
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
コ
ヒ
ス
タ
ン
帯
な
ど
が
知
ら
れ
る

の
み
で
、
世
界
的
に
も
き
わ
め
て
貴
重
な
研
究

・
教
育
の

フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
。

ま
た
新
第
三
紀
末
か
ら
第
四
紀
更
新
世
に
か
け
、
日
高

山
脈
の
隆
起
が
加
速
さ
れ
た
た
め
浸
食
が
激
し
く
な
っ

て
、
鋭
い
稜
線
と
急
峻
な
斜
面
、
深
い
渓
谷
を
も

つ
山
岳

地
形
が
形
成
さ
れ
、
さ
ら
に
更
新
世
後
期
の
複
数
回
の
氷

期
に
は
、
主
脈
の
東
側
に
一
〇
〇
カ
所
を
超
え
る
カ
ー
ル

(氷
河
地
形
)
が
発
達
し
、
日
高
山
脈
の
山
岳
景
観
を
特
徴

づ
け
て
い
る
。
な
お
日
高
山
脈
の
最
南
端
は
、
約
二
万
年

前
の
マ
ン
モ
ス
の
臼
歯
化
石
で
知
ら
れ
る
襟
裳
岬
の
岩
礁

と
な

っ
て
海
中
に
没
し
、
特
有
の
優
れ
た
海
岸
景
観
美
を

形
成
し
て
い
る
。

一
方
の
夕
張
山
地
は
、
前
記
の
北
米
プ
レ
ー
ト
と
ユ
ー

ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
と
の
問
に
あ
っ
た
中
生
代
の
海
洋
性
プ

レ
ー
ト
の
岩
石
が
、
プ
レ
ー
ト
収
束
に
よ
る
東
側
か
ら
の

圧
力
の
影
響
を
受
け
て
隆
起
し
、
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
海
底
火
山
に
由
来
す
る
枕
状
溶
岩
が
芦
別
岳
な
ど
の

山
体
を
形
成
し
、
夕
張
岳
で
は
カ
ン
ラ
ン
岩
か
ら
変
質
し

た
蛇
紋
岩
が
他
の
岩
石
塊
を
と
り
こ
ん
だ
メ
ラ
ン
ジ
ュ

(起
源
の
異
な
る
岩
塊
の
混
合
)
を
な
し
、
そ
れ
ら
が
浸
食

か
ら
と
り
残
さ
れ
た
ノ
ッ
カ
ー
地
形
を
つ
く
る
な
ど
、
特

異
な
山
岳
景
観
が
特
徴
と
な

っ
て
い
る

(夕
張
岳
の
蛇
紋

岩
メ
ラ
ン
ジ
ュ
帯
は
高
山
植
物
群
落
と
と
も
に
天
然
記
念

物
指
定
の
根
拠
と
さ
れ
た
)。

以
上
の
よ
う
に
日
高
山
脈
と
夕
張
山
地
は
、
日
本
列
島

形
成
史
の
中
で
も
特
異
な
存
在
で
あ
り
、
そ
の
山
岳
は
急

峻
、
雄
大
で
、
し
か
も
多
数
の
カ
ー
ル
が
見
ら
れ
る
な
ど
、

優
れ
た
山
岳
景
観
を
有
し
、
次
に
述
べ
る
植
生
景
観
、
原

始
性
な
ど
と
併
せ
、
日
本
の
風
景
を
代
表
す
る
に
足
る
傑

出
し
た
自
然
の
風
景
地
で
あ
る
。

.

二

原
始
性
の
豊
か
な
森
林
と
固
有
種
に
富
む
高
山
植
物

な
ど

日
高
山
脈
と
夕
張
山
地
の
植
生
は
、
大
半
が
冷
温
帯
か

ら
亜
寒
帯

へ
か
け
て
の
特
徴
を
示
す
が
、
地
形

・
地
質
の

影
響
を
受
け
て
、
こ
の
地
域
特
有
の
生
態
系
が
成
立
し
て

い
る
。

日
高
山
脈
は
急
峻
な
地
形
の
た
め
、
と
く
に
東
側
で
は

雪
崩
の
影
響
に
よ
り
針
葉
樹
林
が
少
な
く
、
ダ
ケ
カ
ン
バ

林
が
優
勢
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
西
側
に
は
針
葉
樹

林
が
よ
く
発
達
す
る
。
西
側
の
針
葉
樹
林
の
う
ち
で
も
、

と
く
に
南
部
の
幌
満
付
近
に
は
温
帯
性
の
ゴ
ヨ
ウ
マ
ッ
群

落
(国
の
天
然
記
念
物
)
、
北
部
の
沙
流
川
源
流
域
に
は
亜

寒
帯
性
の
エ
ゾ

マ
ツ

・
ト
ド
マ
ッ
群
落

(国
の
天
然
記
念

物
)
が
見
ら
れ
、
主
稜
線
部
は
ハ
イ
マ
ツ
帯
と
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
に
対
し
て
夕
張
山
地
で
は
、
落
葉
広
葉
樹
林
、
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針
葉
樹
林
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
林
、
ハ
イ
マ
ツ
帯

の
順
序
で
植

生
の
垂
直
的
な
帯
状
分
布
が
認
め
ら
れ
る
。

い
ず
れ
の
山

地
で
も
植
生
の
大
部
分
が
植
生
自
然
度
九
(自
然
林
)～

一

〇

(自
然
草
原
)
を
示
し
、
植
林
地
は
少
な
く
、
原
始
性

が
豊
か
で
あ
る
。

ま
た
カ
ン
ラ
ン
岩
や
蛇
紋
岩
の
基
盤
を
有

す
る
山
域
で

は
、
超
塩
基
性
岩
植
物
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
高
山
植
物
群

落
が
発
達
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
日
高
山
脈
南
部
の
ア

ポ
イ
岳
で
は
標
高
が
八
○
O

m
程
度
と
低

い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
中
腹
か
ら
山
稜
に
か
け
て
ア
ポ
イ
カ
ン
バ
、
ヒ
ダ

カ
ソ
ウ
、

エ
ゾ

コ
ウ
ゾ
リ
ナ
な
ど
の
固
有
種

に
富
む
高
山

植
物
の
お
花
畑

(国
の
特
別
天
然
記
念
物
)
が
見
ら
れ
、

夕
張
岳
で
は
、

ユ
ウ
バ
リ
ソ
ウ
、
ユ
ウ
バ
リ

コ
ザ
ク
ラ
、

シ
ソ
バ
キ
ス
ミ
レ
、
ユ
キ
バ
ヒ
ゴ
タ
イ
な
ど
の
固
有
種

(
ユ

キ
バ
ヒ
ゴ
タ
イ
は
夕
張
岳
と
日
高
山
脈
に
限

っ
た
固
有

種
)
を
含
む
お
花
畑

(国
の
天
然
記
念
物
)
が
広
が

っ
て

い
る
。
さ
ら
に
嵯
山
で
は
石
灰
岩
植
生
が
発
達
し
、
石
灰

岩
植
物
の
キ
リ
ギ
シ
ソ
ウ

(固
有
亜
種
)
や
オ
オ
ヒ
ラ
ウ

ス
ユ
キ
ソ
ウ
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

ち
な
み
に
日
高
山
脈
と
夕
張
山
地
の
北
海
道

固
有
植
物

(固
有
種
・固
有
変
種
な
ど
)
の
数
は
、
研
究
者

に
よ
り
若

干
の
相
違
が
あ
る
が
、
日
高
山
脈
で
は
二
十
三
分
類
群
、

夕
張
山
地
で
は
二
十
二
分
類
群
を
数
え
、
大
雪
山
の
十
四

分
類
群
、
知
床
の
四
分
類
群
と
比
較
し
て
、
圧
倒
的
に
多

い
特
徴
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
険
し
い
地
形
と
自
然
性
の
豊
か
な
植
生
に

支
え
ら
れ
、
日
高
山
脈
と
夕
張
山
地
は
野
生
動
物
に
と

っ

て
も
優
れ
た
生
息
環
境
と
な
っ
て
い
る
。
大
型
哺
乳
類
で

は
特
別
な
固
有
種
は
な
い
が
、

エ
ゾ
ヒ
グ

マ
や

エ
ゾ
シ
カ

の
生
息
密
度
が
高
く
、
と
く
に
旦
局
山
脈
の
カ
ー
ル
付
近

な
ど
で
は
、

エ
ゾ
ヒ
グ

マ
が
出
没
す
る
こ
と
が
稀
で
は
な

い
。
ま
た
カ
ー
ル
の
モ
レ
ー
ン

(氷
河
作
用
で
削
ら
れ
た

岩
塊

の
丘

)

な

ど

は
氷

期

の
遺

存

種

と

さ
れ

る

エ
ゾ

ナ

キ

ウ

サ
ギ

の
生

息

の
場

と

な

っ
て

お
り
、

山

頂

部

だ

け

で
な

く
中

腹

の
森

林

地

帯

の
岩

場

に
も

エ
ゾ

ナ
キ

ウ

サ

ギ

(夕

張
岳

で
は

保

護

に
留

意

す

べ
き

地
域

個

体

群

)

が
生

息

し

て

い

る
。

そ

の
他

、

エ
ゾ

ク

ロ
テ

ン
、

キ
タ

キ

ツ

ネ
、

エ

ゾ

オ

コ
ジ

ョ
、

ホ

ン

ド

イ
タ

チ

な

ど

の
姿

を
見

る

こ

と
が

で
き

る

。

野

鳥

も
森

林

や
高

山

の
植
生

を
反

映

し

て
豊

か

で
、

森

林

帯

に
は

ク

マ
ゲ

ラ

(国

の
天
然

記

念
物

)
を

は
じ

め
、

エ
ゾ

ラ

イ

チ

ョ
ウ
、

コ

マ
ド

リ
、

コ
ノ

ハ
ズ

ク
、

キ

ク
イ

タ
ダ

キ

な

ど
、

ま

た
高

山

で

は
ギ

ン
ザ

ン

マ
シ

コ
、

ホ

シ

ガ

ラ

ス
な

ど

が
見

ら

れ

る
。

昆
虫

で
は
高

山

蝶

と
し

て
、

ダ

イ

セ

ッ

タ

カ
ネ

ヒ
カ

ゲ

(国

の
天
然

記

念
物

)
、

カ

ラ

フ

ト

ル
リ

シ
ジ

ミ

(国

の
天
然

記

念

物

)

な
ど

が

生

息

し

、

ま

た

ヒ

メ

チ

ャ

マ
ダ

ラ

セ

セ

リ

(国

の
天

然

記

念

物

)

は

ア

ポ

イ

岳

が

日

本

で
唯

一
の
隔

離

分

布

地

と

な

っ
て

い

る
。

な

お
襟

裳

岬

で
は
、

ゼ

ニ
ガ

タ

ア
ザ

ラ

シ

(絶
滅

危

急
種

)

を

身

近

に
観
察

す

る

こ
と

が

で
き

る

。

三

日
本
最
大
の
原
生
流
域

前
記
の
よ
う
に
日
高
山
脈
と
夕
張
山
地
は
自
然
性
の
豊

か
な
植
生
と
野
生
動
物
に
恵
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「原

生
流
域
」
の
広
さ
か
ら
も
裏
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
原

生
流
域
と
は
、
面
積
が
千
㎞
以
上
に
わ
た
り
、
道
路
や
ダ

ム
な
ど
の
人
工
工
作
物
お
よ
び
森
林
伐
採
な
ど
の
人
為
的

影
響
の
見
ら
れ
な
い
河
川
流
域
の
こ
と
で
、
『環
境
白
書
』

(平
成
十
三
年
版
)は
全
国
の
原
生
流
域
の
ベ
ス
ト
テ
ン
を

掲
げ
て
い
る
。
そ
の
五
位
ま
で
を
挙
げ
る
と
、
①
旦
局
山

脈
襟
裳
国
定
公
園
・四
七
、
八
二
〇
㎞
、
②
大
雪
山
国
立
公

園

.
一
六
、
九
三
〇
㎞
、
③
白
神
山
地
自
然
環
境
保
全
地

域

・
一
二
、
六
四
八
㎏
、
④
磐
梯
朝
口
国
立
公
園

・
一
二
、

五
二
〇
㎞
、
⑤
越
後
三
山
只
見
国
定
公
園
・
一
〇
、
七
六
二

㎞
、
と
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
昨
年
、
世
界
自
然
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
知
床
国
立
公
園
は
四
、
八
七
〇
㎏
で
十
位

で
あ
る
。

す
な
わ
ち
口
高
山
脈
の

「手
つ
か
ず
の
自
然
」
の
広
さ

は
、
二
位
以
下
を
大
き
く
引
き
離
し
て
全
国

一
の
規
模
を

誇

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
原
始
的
な
自
然
環
境
は
生
物

多
様
性
の
観
点
か
ら
も
重
要
な
地
位
を
占
め
、
国
立
公
園

な
ど
に
お
け
る

「生
物
多
様
性
の
確
保
」
は
自
然
公
園
法

改
正

(平
成
十
四
年
)
に
よ
り
国
な
ど
の
責
務
に
加
え
ら

れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て

「新
・生
物
多
様
性
国
家
戦
略
」

の
上
か
ら
も
、
国
の
責
務
と
し
て
国
立
公
園
に
指
定
し
、

「国
土
に
お
け
る
生
物
多
様
性
保
全
の
骨
格
的
な
部
分
、屋

台
骨
と
し
て
の
役
割
を
、
よ
り
積
極
的
に
担

っ
て
い
く
」

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
日
高
山
脈
襟
裳
国
定
公
園
の
主
要
部
は

「
わ
が
国

の
主
要
な
森
林
帯
を
代
表
す
る
原
生
的
な
天
然
林
」
と
し

て
、
林
野
庁
が

「日
高
山
脈
中
央
部
森
林
生
態
系
保
護
地

域
」
(面
積
六
六
、
三
五
三
㎞
)
に
設
定
し
て
お
り
、
こ
れ

は
日
本
最
大
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
で
あ
る
。

さ
ら
に
生
態
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
観
点
か
ら
見
る

と
、
日
高
山
脈
襟
裳
国
定
公
園
と
大
雪
山
国
立
公
園
を
結

ぶ
稜
線
部
分
は
、
林
野
庁
の

「緑
の
回
廊
」
(大
雪
・口
高

「緑
の
回
廊
」)
が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
日
高
山
脈
を

国
立
公
園
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
い
っ
そ
う
強
力
な

有
機
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

四

ほ
ぼ
全
域
が
国
有
林
と
道
有
林

口
高
山
脈
と
夕
張
山
地
は
、
ど
の
範
囲
を
国
立
公
園
区

域
と
す
る
か
に
よ

っ
て
異
な
る
が
、
仮
に
現
在
の
国
定
公

園
と
道
立
自
然
公
園
区
域
で
試
算
す
れ
ば
、
九
七
%
以
上

が
国
有
林
と
道
有
林

に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。
す
な
わ
ち
、
現
在
の
日
高
山
脈
襟
裳
国
定
公
園
は
面
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積

一
〇
三
、
四
四
七
㎞
の
う
ち
、
八
八
、
八
〇
七
㎞
(八
五
・

八
%
)
が
国
有
林
、

一
二
、
二
二

一
㎞

(
一
一
・
八
%
)
が

道
有
林
で
、
合
計
九
七
・
六
%
が
国
・公
有
地
で
あ
る
。
ま

た
富
良
野
芦
別
道
立
自
然
公
園
は
面
積
三
五
、七
五
六
㎞

の
う
ち
、
三
四
、
五
二
二
㎞

(九
六
・五
%
)
が
国
有
林
、

三
九
三
㎞

(
一
・
一
%
)
が
公
有
地
で
あ
る
。
そ
れ
を
総
計

す
る
と
、

一
三
九
、
二
〇
三
㎞
の
う
ち

一
二
三
、
三
二
九
㎞

(八
八
・六
%
)
が
国
有
林
、

一
二
、
六

一
四
㎞

(九
・○
%
)

が
公
有
地

(大
部
分
が
道
有
林
)
で
、
全
体
の
九
七
・六
%

が
国

・
公
有
地
と
な
る
。
こ
れ
は
既
存
の
二
十
八
国
立
公

園
の
平
均
国
有
地
率
六

一
・六
%
よ
り
は
る
か
に
高
く
、大

雪
山
国
立
公
園
の
九
九
%
に
つ
い
で
第
二
位

の
高

い
国

・

公
有
地
率
で
あ
る
。

し
か
も
国
有
林
の
経
営
は
、
平
成
十

一
年

に
抜
本
改
革

が
行
わ
れ
た
。
『林
業
白
書
』

(平
成
十

一
年
版
)
は
、
「国

有
林
野
の
抜
本
的
改
革
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
国
有
林

野
を

『国
民
の
共
通
財
産
と
し
て
、
国
民
参
加
に
よ
り
、

国
民
の
た
め
に
』
管
理
経
営
し
、
名
実
と
も
に

『国
民
の

森
林
』
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。
…
…
こ
れ
ま
で
の
木
材
生

産
に
重
点
を
置
い
た
管
理
経
営
か
ら
、
国
土

の
保
全
な
ど

の
公
益
的
機
能
の
発
揮
に
重
点
を
置
い
た
管
理
経
営

へ
と

転
換
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
」
と
記
し
て
い
る
。

そ
し
て
当
該
地
域
の
国
有
林
の
大
部
分
は
、
水
土
保
全

林
、
森
林
と
人
と
の
共
生
林
で
、
資
源
の
循
環
利
用
林
は

き
わ
め
て
僅
か
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
当
該
地
域
で
は
、

国
有
林
の
管
理
経
営
目
的
を
国
立
公
園
の
目
的
に

一
致
さ

せ
る
こ
と
が
、
も

っ
と
も
有
効
か
つ
適
切
な
公
益
的
機
能

の
発
揮
に
連
な
る
と
い
え
る
。

ま
た
道
有
林
も
平
成
十
三
年
に
経
営
方
針
を
抜
本
転
換

し
、
「木
材
生
産
を
目
的
と
す
る
皆
伐

・
択
伐
を
廃
止
し
、

…
…
公
益
性
を
全
面
的
に
重
視
し
た
道
有
林

の
整
備
を
推

進
」
す
る

(『北
海
道
森
林
づ
く
り
白
書
』
・
平
成
十
四
年

版
)
こ
と
と
な

っ
た
。

し
た
が

っ
て
日
高
山
脈
と
夕
張
山
地
の
ほ
ぼ
全
域
は
、

事
実
上
の
特
別
保
護
地
区
と
第

一
種
特
別
地
域
に
相
当
す

る
、
「営
造
物
公
園
」
に
匹
敵
す
る
、
質
の
高

い
自
然
環
境

保
全
施
策
を
実
現
で
き
る
潜
在
的
可
能
性
を
有
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
。

五

農
林
業
な
ど
開
発
の
可
能
性
が
少
な
く
日
高
横
断
道

路
も
建
設
中
止

日
高
山
脈
と
夕
張
山
地
は
前
記
の
よ
う
に
、
ほ
ぼ
全
域

が
国
有
林
と
道
有
林
で
積
極
的
な
木
材
生
産
が
行
わ
れ
る

予
定
は
な
い
。
ま
た
国
有
林

・
道
有
林
内
に
は
地
域
住
民

の
集
落
が
な
く
、
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
土
地
利
用

基
本
計
画
で
も
、
当
該
地
域
は

「森
林
地
域
」
と

「自
然

公
園
地
域
」
の
重
複
地
域
で
あ
り
、
「農
業
地
域
」
は
該
当

し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
将
来
と
も
農
地
や
草
地
の
造

成
な
ど
が
行
わ
れ
る
見
込
み
は
な
く
、
ま
た
宅
地
開
発
な

ど
の
行
わ
れ
る
可
能
性
も
な
い
。

鉱
業
権
の
状
況
は
未
確
認
で
あ
る
が
、
現
在
操
業
中
の

と
こ
ろ
は
幌
満
付
近
の
カ
ン
ラ
ン
岩
採
取
が
あ
る
程
度

で
、
そ
の
他
の
鉱
種
は
、
た
と
え
試
掘
権

・
採
掘
権
の
設

定
が
な
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
採
掘
さ
れ
る
可
能
性
は

低
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

近
年
の
日
高
山
脈
で
行
わ
れ
て
い
た
最
大
の
建
設
事
業

は
、
主
要
道
道
静
内
中
札
内
線

(日
高
横
断
道
路

・
静
内

町
か
ら
日
高
山
脈
の
主
稜
を
ト
ン
ネ
ル
で
横
断
し
中
札
内

村
に
至
る
開
発
道
路
、
北
海
道
と
北
海
道
開
発
局
が
区
域

を
分
け
て
施
工
)
で
、
昭
和
五
十
九
年
に
着
工
さ
れ
た
が
、

自
然
保
護
の
反
対
世
論
が
盛
り
上
が
り
、
財
政
事
情
の
悪

化
も
あ
り
、
北
海
道
知
事
は
平
成
十
五
年
に
未
完
成
の
ま

ま
建
設
を
断
念
し
、
北
海
道
開
発
局
長
も
同
年
、
工
事
を

中
止
し
た
。
工
事
区
間
は
主
稜
線
に
予
定
さ
れ
た
ト
ン
ネ

ル
部
分
に
は
及
ん
で
い
な
い
。

ま
た
夕
張
岳
で
は
、
昭
和
六
十
年
代
の
リ
ゾ
ー
ト
ブ
ー

ム
を
背
景
に
、
大
手
観
光
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
よ
り
大
規
模

な
ス
キ
ー
場
開
発
が
計
画
さ
れ
た
が
、
や
は
り
自
然
保
護

世
論
の
反
対
が
あ

っ
て
計
画
が
撤
回
さ
れ
、
さ
ら
に
天
然

記
念
物
指
定
を
求
め
る
世
論
に
押
さ
れ
、
山
頂
部
が
国
の

天
然
記
念
物
に
指
定

(平
成
八
年
)
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
日
高
山
脈
と
夕
張
山
地
は
、
各
種
の
開
発

事
業
に
よ
る
自
然
破
壊
の
恐
れ
は
少
な
く
、
自
然
環
境
保

全
施
策
を
強
力
に
進
め
ら
れ
る
可
能
性
を
も

っ
て
い
る
。

六

登

山

の
聖
地

で
典

型

的

な

バ

ッ
ク

カ

ン
ト

リ

ー

日
高

山

脈

の
大

部

分

は
、

一
般
的

な
登

山

歩

道

の
整

備

は

な

さ

れ

て
お

ら
ず

、

ア

メ
リ

カ

の
原

始
地

域

・
バ

ッ
ク

カ

ン
ト

リ

ー

に
相
当

す

る

よ
う

な
原

始

的
地

域

が

多

い
。

そ

の
た

め
登

山

関
係

者

か

ら

は

「
口
高

山
脈

は
登

山

の
聖

地

」

と

し

て
、

崇

め

ら

れ

な
が

ら
親

し
ま

れ

て

い
る
。

そ

の

一
方

、

ア
ポ

イ

岳

は

一
般

的

な

登
山

ハ
イ

キ

ン
グ

や

自

然

観

察
会

に
適

し

、

ま

た

最
高

峰

の
幌

尻

岳

(
二
、
〇

五

二

m
)

は

深

田
久

弥

の

「
日

本

百
名

山
」

の

ひ
と

つ
で
あ

る

こ

と

か
ら
、

多

く

の
登

山

者

が
訪

れ

て

い
る

。

そ
う

し

た
登

山

者

な

ど

の
た

め
、
幌

尻

山
荘

、
ニ
イ

カ

ッ

プ

ポ

ロ
シ
リ
山

荘

、

ペ
テ

ガ

リ
山

荘
、

神

威

山
荘

、

楽

古

山

荘

、

戸
蔦

別

ヒ

ュ
ッ

テ
、
札

内

ヒ

ュ

ッ
テ
な

ど

の

(非

営

利

的

)

山
小

屋

が

整

備

さ

れ

て

お
り
、

ま

た

山

麓
周

辺

地

域

に

は
、
日

高

山

脈
館

(日

高

町
)
、
ア
ポ

イ

岳

ビ

ジ

タ

ー

セ

ン
タ

ー

(様

似

町

)
、

日
高

山

脈
山

岳

セ

ン
タ

ー

(中

札

内
村

)
、

夕
張

市

石
炭

博

物
館

(夕
張

市

)
な
ど

、

野
外

自

然

教
育

や
情

報
提

供

施

設

が

公

的

に
整
備

さ

れ

て

い
る
。

七

ー
U
C
N
の
国
立
公
園
定
義
に
合
致

I
U
C
N

(国
際
自
然
保
護
連
合
)
で
は
各
種
の
自
然
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保
護
地
域
を
六
種
類
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
区
分
し
、
各
国
ご

と
の
自
然
保
護
地
域
の
リ
ス
ト
を
公
表
し
て
い
る
。

そ
の
う
ち
国
立
公
園
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
H
で
、
そ
の
定
義

は
、
①
現
在
と
将
来
の
世
代
に

一
つ
以
上
の
生
態
系
を
完

全
な
状
態
で
保
護
す
る
、
②
そ
の
地
域
の
指
定
目
的
に
反

す
る
開
発
や
居
住
を
排
除
す
る
、
③
環
境
と
文
化
に
調
和

し
た
、
精
神
的
、
科
学
的
、
教
育
的
活
動
と

レ
ク
リ

エ
ー

シ
ョ
ン
と
観
光
客
の
た
め
の
機
会
の
基
盤
を
提
供
す
る
、

と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
型
の
「営
造
物
公
園
」

を
意
識
し
た
定
義
と
い
え
る
。

し
か
し
日
本
の
国
立
公
園
は
民
有
地
な
ど
を
含
む

「地

域
制
公
園
」
の
制
度
で
あ
る
た
め
、
多
く
の
国
立
公
園
の

実
態
は
こ
の
定
義
に
合
致
せ
ず
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
V
の
景
観

保
護
地
域
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
景
観
保
護
地
域
の
定
義

は
、
「長
年
に
わ
た
る
人
と
自
然
の
相
互
関
係

が
、
そ
の
地

域
に
重
要
な
美
的
、
生
態
学
的
あ
る
い
は
文
化
的
価
値
、

と
き
に
は
高
い
生
物
多
様
性
な
ど
の
明
瞭
な
特
徴
を
作
り

だ
し
て
き
た
地
域
で
、
こ
の
よ
う
な
人
と
自
然
の
相
互
関

係
が
保
全
さ
れ
る
こ
と
が
、
地
域
の
保
護
、
維
持
、
発
展

の
た
め
き
わ
め
て
大
切
な
地
域
」
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
で
、
日
高
山
脈
と
夕
張
山
地
は
ほ
ぼ
全
域

が
国

・
公
有
地
で
、
し
か
も

「指
定
目
的
に
反
す
る
開
発

や
居
住
を
排
除
す
る
」
こ
と
が
実
現
で
き
る
可
能
性
を
有

し
て
い
る
の
で
、
当
該
地
域
が
国
立
公
園
と
な
れ
ば
、
口

本
で
は
数
少
な
い
カ
テ
ゴ
リ
ー
H
型

の
国
立

公
園
と
し

て
、
「現
在
と
将
来
の
世
代
に

一
つ
以
上
の
生
態
系
を
完
全

な
状
態
で
保
護
す
る
」
こ
と
に
貢
献
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
I
U
C
N
の
リ
ス
ト
は
数
年
ご
と
に
公
表
さ
れ
る

が
、

一
九
九
七
年
版
と
二
〇
〇
三
年
版
で
の
日
本
の
国
立

公
園
に
対
す
る
H
型
と
V
型
の
区
分
に
は
差
異
、
ば
ら
つ

き
が
あ
り
、
そ
の
評
価
は
定
ま

っ
た
も
の
と
は

い
え
な
い
。

し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
日
本
の

「地
域
制
公
園
」
の

多
く
が
V
型
と
な
る
傾
向
の
中
で
、
H
型
の
実
態
を
備
え

る
国
立
公
園
が
新
し
く
生
ま
れ
る
意
義
は
大
き
い
も
の
と

い
え
る
。

林
野
庁
長
官

川
村
秀
三
郎

様
二
〇
〇
六
年

一
月
三
十
日

㈹
北
海
道
自
然
保
護
協
会

会
長

佐
藤

謙

日
高
山
脈
と
タ
張
山
地
を
新
た
な
国
立
公
園
に

指
定
す
る
こ
と
の
要
望
書

標
記
に
つ
い
て
当
協
会
で
は
本
日
、
環
境
大
臣
に
対
し

て
別
紙
写
し
の
と
お
り
要
望
い
た
し
ま
し
た
。
別
紙
要
望

書
写
し
お
よ
び
説
明
書
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
日
高
山

脈
と
夕
張
山
地
の
自
然
的

・
社
会
的
条
件
は
、
日
本
の
国

立
公
園
と
し
て
き
わ
め
て
優
れ
た
資
質
を
有
し
て
お
り
ま

す
。こ

こ
に
想
定
さ
れ
る
公
園
予
定
区
域
の
大
部
分
は
、
林

野
庁
所
管
の
国
有
林
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が

っ
て
日
高
山

脈
と
夕
張
山
地
を
新
た
な
国
立
公
園
と
し
て
指
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
否
か
は
、
国
有
林
当
局
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
、
い
か
に
得
ら
れ
る
か
に
大
き
く
か
か
わ
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
『林
業
白
書
』
(平
成
十

一
年
版
)
に
は
、
「国

有
林
野
の
抜
本
的
改
革
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
国
有
林

野
を

『国
民
の
共
通
財
産
と
し
て
、
国
民
参
加
に
よ
り
、

国
民
の
た
め
に
』
管
理
運
営
し
、
名
実
と
も
に

『国
民
の

森
林
』
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。
…
…
こ
れ
ま
で
の
木
材
生

産
に
重
点
を
置
い
た
管
理
経
営
か
ら
、
国
土
の
保
全
な
ど

の
公
益
的
機
能
の
発
揮
に
重
点
を
置
い
た
管
理
経
営

へ
と

転
換
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
」
と
記
述
さ
れ
、
国
有
林
の

管
理
運
営
は
抜
本
的
な
改
革
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
考
え
方
を
踏
ま
え
れ
ば
、
国
民

か
ら
、
日
高
山
脈
と
夕
張
山
地
を
国
立
公
園
に
指
定
し
て

ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
出
さ
れ
、
そ
の
声
が
し
だ
い
に
大

き
く
な
り
、
ま
た
当
該
地
は
そ
の
資
質
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
要
望
に
そ
っ
て
、
国
有
林

の
管
理

経
営
の
方
針
を
国
立
公
園
の
管
理
運
営
の
方
針
と

一
致
さ

せ
る
こ
と
が
、
「国
民
の
森
林
」
と
し
て
の
林
野
庁
国
有
林

の
使
命
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

と
く
に
日
高
山
脈
の
主
要
部
約
六
万
六
千
㎏
は
、
林
野

庁
に
よ
り

「
日
高
山
脈
中
央
部
森
林
生
態
系
保
護
地
域
」

が
設
定
さ
れ
、
そ
れ
は
国
内
最
大
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た

夕
張
岳
山
頂
部
約

一
五
〇
〇
㎏
は
、
「夕
張
岳
の
高
山
植
物

帯
及
び
蛇
紋
岩
メ
ラ
ン
ジ

ュ
帯
」
と
し
て
国
の
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

林
野
庁
と
し
て
は
、
こ
の
要
望
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
特

段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

北
海
道
知
事

高
橋
は
る
み

様
二
〇
〇
六
年

一
月
三
〇
日

㈹
北
海
道
自
然
保
護
協
会

会
長

佐
藤

謙

日
高
山
脈
と
タ
張
山
地
を
新
た
な
国
立
公
園
に

指
定
す
る
こ
と
の
要
望
書

標
記
に
つ
い
て
当
協
会
で
は
本
日
、
環
境
大
臣
に
対
し
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て
別
紙
写
し
の
と
お
り
要
望
い
た
し
ま
し
た
。
別
紙
要
望

書
写
し
お
よ
び
説
明
書
か
ら
明
ら
か
な
よ
う

に
、
日
高
山

脈
と
夕
張
山
地
の
自
然
的

・
社
会
的
条
件
は
、
日
本
の
国

立
公
園
と
し
て
き
わ
め
て
優
れ
た
資
質
を
有
し
て
お
り
ま

す
。こ

こ
に
想
定
さ
れ
る
公
園
予
定
区
域
の
大
部
分
は
、
現

在
、
北
海
道
知
事
が
管
理
す
る
国
定
公
園
と
道
立
自
然
公

園
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
日
高
山
脈
の
南
部
に
は
北
海
道
有

林
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
し
た
が

っ
て
日
高
山
脈
と
夕
張

山
地
を
新
た
な
国
立
公
園
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
否
か
は
、
北
海
道
知
事
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
、
い

か
に
得
ら
れ
る
か
に
大
き
く
か
か
わ

っ
て
ま

い
り
ま
す
。

北
海
道
政
で
は

「観
光
」
が
重
要
な
施
策

と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
場
合
、
北
海
道
独
自
の
施
策

と
法
定
受
託
事
務
と
の
関
係
を
ど
う
す
べ
き
か
等
の
課
題

は
あ
る
で
し
ょ
う
が
、

一
般
的
に
、
と
く
に
道
外
観
光
客

に
対
す
る
知
名
度
の
高
さ
か
ら
見
れ
ば
、
国
定
公
園

・
道

立
自
然
公
園
よ
り
国
立
公
園
の
方
が
よ
り
高

い
こ
と
は
明

瞭
で
す
。
た
だ
し
国
立
公
園
の
観
光
的
な
利
用

は
、
従
来

の
国
立
公
園
利
用
の

一
部
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
、
道
路
建

設
や
観
光
設
備
を
充
実
さ
せ
、
団
体
客
主
体

の
マ
ス
観
光

を
ね
ら
う
の
で
は
な
く
、
別
紙
要
望
書
に
記
し
た
よ
う
に

I
U
C
N

(国
際
自
然
保
護
連
合
)
が
定
義
す
る
カ
テ
ゴ

リ
ー
H
型

の
国
立
公
園
を
め
ざ
す

べ
き
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
知
床
の
世
界
自
然
遺
産
に
対
し
、
北
海
道
知

事
が
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
に
も
通
じ
る
も

の
で
す
。

ま
た
北
海
道
有
林
の
管
理
経
営
は
、
「木
材
生
産
を
目
的

と
す
る
皆
伐

・
択
伐
を
廃
止
し
、
…
…
公
益
性
を
全
面
的

に
重
視
し
た
道
有
林
の
整
備
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
」

(『北
海
道
森
林
づ
く
り
白
書
』
平
成
十
四
年
版
)
と
い
う

方
向
に
抜
本
的
改
革
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
方
針
を
踏

ま
え
れ
ば
、
当
該
地
域
の
道
有
林
の
管
理
経
営

を
国
立
公

園
の
管
理
経
営
方
針
と

一
致
さ
せ
る
こ
と
が
、
「公
益
性
を

全
面
的
に
重
視
し
た
道
有
林
」
に
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

北

海

道

と
し

て
は
、

こ

の
要

望

の
趣

旨

を
踏

ま
え

、
特

段

の
ご

理
解

と
ご
協

力

を

賜

り

ま

す

よ
う

、

よ

ろ
し

く

お

願

い
申

し
あ

げ

ま

す
。

闘棊 斤・
筋蕊一

{==面
口 」≡ま_

姻
日
高
山
脈
・夕
張
山
地
指
定
を

磁

道
自
然
保
護
協
会
環
境
省

や
道

に
要
望

北
海
道
自
然
保
護
協
会

(佐

藤
謙
会
長
)
は
30
日
、
日
高
山

脈
と
夕
張
山
地
を
、
道
内
7
か

所
目
の
国
立
公
園
に
指
定
す
る

よ
う
求
め
る
要
望
書
を
、
環
境

省
、
林
野
庁
、
道
に
提
出
し
た
。

旦
局
山
脈
は
1
9
8
1
年
10

月
、
日
高
山
脈
襟
裳
国
定
公
園

(10
万
3
0
0
0
診
)
に
、
夕

張
山
地
は
55
年
4
月
、
富
良
野

芦
別
道
立
自
然
公
園

(3
万
5

0
0
0
診
)に
そ
れ
ぞ
れ
指
定
。

同
協
会
は
、
こ
の
山
脈
、
山
地

が
と
も
に
、
日
本
に
類
例
の
な

い
氷
河
地
形
な
ど
を
含
む
特
異

な
地
史
を
持
つ
構
造
で
、
固
有

種
に
富
む
高
山
植
物
群
落
を
有

し
、
野
生
動
物
の
生
息
環
境
に

も
優
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
挙

げ
、

一
体
化
し
た
国
立
公
園
に

昇
格
さ
せ
る
よ
う
求
め
た
。

日
高
山
脈
、夕
張
山
地
は
、日

高
横
断
道
路
(道
道
・静
内
中
札

内
線
)の
建
設
計
画
や
、夕
張
岳

の
大
規
模
ス
キ
ー
場
建
設
計
画

を
巡
り
、地
元
自
治
体
な
ど
と
、

同
協
会
な
ど
自
然
保
護
団
体
と

が
対
立
し
た
経
緯
が
あ
る
。

し
か
し
、
旦
局
横
断
道
路
は

建
設
が
中
止
、
夕
張
岳
ス
キ
ー

場
は
計
画
が
撤
回
さ
れ
て
い
る

こ
と
や
、
自
然
環
境
の
保
全
に

対
す
る
道
民
の
意
識
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、

同
協
会
は

「自
然
保
護
を
主
体

と
す
る
国
立
公
園
の
実
現
性
が

高
ま
っ
た
」
と
し
て
い
る
。

◇

同
協
会
は
2
月
22
日
午
後
6

時
か
ら
、
札
幌
市
北
区
北
7
西

5
の
北
海
道
環
境
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
で
講
演
会

「旦
局
山
脈

と
夕
張
山
地
を
国
立
公
園
に
昇

格
さ
せ
よ
う
!
」
を
開
く
。
入

場
は
無
料
。
定
員
は
70
人
。
問

い
合
わ
せ
は
同
協
会

(恕
0
1

1

・
2
5
1

・
5
4
6
5
、
フ

ァ
ク
ス
兼
用
)
へ
。

2006年(平 成18年)1月31日(火 曜 日)
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